
火山観測データの共有について

気象庁地震火山部

資料７



火山専門家との活動状況データ共有
火山監視・情報センターシステムの更新・強化の中で、火山専門家との活動状況データ共有による火山活動評価体制の
充実を図る（平成２８年度予算事項）



気象庁ホームページによる火山観測データの公開

管区気象台等では、ホームページを通じて、これまでも地域からのニーズを踏まえて、地震回数や火山ガス、噴火回数に
関する火山観測データを公開しているものがある。現在、中央防災会議防災対策実行会議火山防災対策推進ワーキン
ググループ報告の趣旨を踏まえ、公開するデータやその表示等について検討中

（例）日別地震回数 （例）火山ガス（二酸化硫黄）放出量



火山防災協議会構成機関とのデータ共有
現在、気象庁の遠望カメラ映像は、協定により、自治体等の情報ネットワーク（光ファイバー網等）を通じて、火山防災協
議会構成機関に提供しているものがある。なお、データの共有にあたっては、火山防災協議会構成機関間での情報共有
やマスコミ等への解説をよりきめ細やかに行う体制が必要になることに留意すべきではないか。

長野県浅間山火山監視システム

浅間山火山防災協議会

構成機関（自治体等）で
は、遠望カメラ映像をリア
ルタイムで共有

遠望カメラの
リアルタイム映像

国や県の光ファイバー網等

事例：大涌谷（箱根山）の発光現象
• 平成２７年１２月９日に、気象庁の遠望

カメラで、大涌谷（箱根山）での発光現象
を確認。

• インターネット上で、噴火ではないか、と

話題になり、気象庁には、マスコミ等から
の問い合わせが多数寄せられる。

• 自治体に問い合わせたところ、作業で集
めた硫黄の燃焼による火災であり、カメラ
の特性から噴火のように見えたことが

分かった。地震活動や地殻変動の状況と
あわせ、火山活動の活発化を示すもので
はないと評価。

• 同日、火山活動解説資料を公表し解説。

火山活動以外による現象によるデータ
（映像）で、あたかも火山活動が活発化
しているような不安を生じることがある。
このため、データを公開する場合、カメラ
の特性により実際より明るく映ることを注
意書きする。また、火山防災協議会にお
いて、データを共有する場合には、現象
に関する情報共有や、マスコミ等への解
説をきめ細やかに行う体制について、予
め検討しておくことが必要ではないか。

リアルタイムデータ共有時の留意点

リアルタイムデータの共有事例（例：浅間山）

監視装置

監視装置

監視装置

監視装置
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